
平成２３年度広島市青少年と電子メディアに関する審議会
第２回フィルタリング検討部会
１　開催日時　　　平成２４年２月６日（月）１０時００分から１２時００分
２　開催場所　　　広島市役所議会棟３階第１委員会室
３　出席者
⑴　委員（５０音順）
越智委員、下田部会長、平田委員、松田委員
⑵　オブザーバー

　ア　ネットスター株式会社（フィルタリング専門事業者）

　　　テクニカルマーケティング部長　長谷部　一泰

　イ　広島市電子メディア協議会

　　　笹川　進吾、島谷　由美
⑶　事務局（市）
青少年育成部長、育成課長、育成課職員
４　公開・非公開の別
公開
５　傍聴人
無し
６　会議次第
⑴　開会
⑵　議題
ア　青少年の健全な成長に寄与することができるフィルタリングのあり方についての答申中間報告（案）について
＜ネットスター株式会社の長谷部部長からフィルタリングに関する説明＞
　(ｱ)　答申中間報告（案）の内容について

　(ｲ)　アクセス制限すべきメディアとそれに対応した有害情報の分類（案）について

イ　その他

　(ｱ)　平成２３年度ノー電子メディアデー推進事業『家族でチャレンジ　メディアコントロール』のアンケート集計結果について
７　議事録
⑴　青少年の健全な成長に寄与することができるフィルタリングのあり方についての答申中間報告（案）について
ア　答申中間報告（案）の内容について
・　市民へのアピールの方法を検討する必要がある。
・　段階別のフィルタリングは、親の悩みである。モデルや基準ができればありがたい。

・　フィルタリングの限界についても重要なことなので報告書に入れた方がよい。

・　子ども対子どものトラブルが大きく増加傾向にあることから、人権に関するもの、憲法違反になることも入れてはどうか。

・　携帯電話のことは「モバイル端末」で整理した方がよい。

・　「フィルタリング・サービス提供事業者」という表現は一般の人は知らないので、前段でしくみの説明が必要である。
・　「利用者の代理人」という表現は分かりにくいので「保護者の立場に立って」などの表現の工夫が必要である。
・　「フィルタリング・サービス提供事業者」という表現は、ネットスター社のことか、携帯電話事業者のことか一般の人は分かりにくいので表現を考えた方がよい。

・　「今後の青少年と電子メディアとの健全な関係づくりの推進」の事業者についての記述は、一部学校のことが書いてあるので、学校についての項目に移した方がよいのではないか。

イ　アクセス制限すべきメディアとそれに対応した有害情報の分類（案）について
・　参考資料にあるネットスター社のカテゴリの整理の仕方はわかりやすい。
・　表現の範囲が広すぎるカテゴリがあるので、もう少し限定的にした方がよい。
・　「違法」というカテゴリは、「違法と思われるもの」とする方が適切である。
・　広島市のコミュニティサイトにおける青少年の被害状況を数字で表わした方がよい。
・　インターネット上のバナー広告が問題になっており、無法地帯になっている。今後は何か基準のようなものを考える必要がある。
⑵　その他

　ア　平成２３年度ノー電子メディアデー推進事業『家族でチャレンジ　メディアコントロール』のアンケート集計結果について
　　　（意見等なし）
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